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応用数学

コンピュータ
アーキテクチャ

コンピュータ
プログラミング

基礎教養科目

微分積分・線形代数
物理学・化学
技術者倫理

理工学基礎科目

メカトロニクス
専門基礎科目

電気系
電磁気学
電気回路基礎
アナログ電子回路 他

機械系
材料力学，機械工学
流体力学，熱力学
機構学 他

設計・システム系
制御工学
ソフトウェア工学
電気設計製図
機械製図
メカトロニクス要素設計

メカトロニクス根幹科目 分野深耕科目(電気系)

分野深耕科目(機械系)

分野深耕科目(医療系)

IBPL/総合科目

メカトロニクス
基礎演習

メカトロニクス
実験

集中演習

機能再現演習

卒業研究

ネットワーク
センサ・センシング
デジタル電子回路

ベクトルとキネマティクス
電熱学
機械要素
自動車工学

バイオメカニクス
生体信号処理
医療機械工学

人文科学
歴史，社会学
外国語

メカトロニクス工学科では，IPBL 教育実施に向け，講義に関連付けた実験や演習を行っています．１年
後期，２年前期には，メカトロニクス入門としての「メカトロニクス基礎演習」，２年後期には機械系，
電気系の理解を深める実験である「メカトロニクス実験」，３年前期には既存の装置を模した教材を対象
に，機械，電気，情報・制御に関連する演習を行う「集中演習」，３年後期には，メカトロニクス工学科
の集大成として，１からものを作り上げる「機能再現演習」が設けられています．

有効な教育手段と言われているPBL(Problem Based Learning) を体系的に繰り返し，基礎学力の向上
とともに，応用能力を高めていくことを目指し，当科では繰り返し問題解決型学習（IPBL）に基づいた
演習・実験の設定を行っています．実験，演習を通じて，繰り返し反復応用をしていくことで，座学で
学ぶ基礎知識を真の力として身に付けさせることを目指しています．

繰り返し問題解決型学習
（IPBL : Incremental Problem Based Learning）

集中演習における
X-Yステージ制御および安定化電源の機能解析の様子

機械，電気，情報・制御をバランス良く配置したカリキュラム

特色ある実験・演習

メカトロニクス工学科では，機械工学，電気工学，制御工学，情報工学のそれぞれの分野の知識を獲得し，
「使える力」とするために，総合力を培うことに主眼をおいたカリキュラムを構成しています．この目標
に向けて，機械装置，電子機器，医療・福祉機器の設計開発に必要となる基礎知識を獲得するためのプ
ログラムと，これらの機器設計に必要な能力を育成するための実験・演習を設定しています．

　学科名でもあるメカトロニクスとは，機械 (Mechanics) と電気 (Electronics) から造られた和製英語で，
「機械・電気・情報が融合した領域」を扱う学問領域です．メカトロニクス技術は，テレビ，携帯電話，
電気自動車，住宅システム，ロボットなど，我々の生活のいたるところに活用されており，現在のものづ
くりにおいて不可欠な技術となっています．そのため，機械，電気，情報，制御と幅広い知識と経験を有
するメカトロニクス技術者にはものづくりに関わる多様な企業から期待が寄せられています．
　メカトロニクス工学科は 2013年に理工学部の機械・電気系の連携学科として設立されました．名城
大学理工学部の歴史ある学科である機械工学科，交通機械工学科，電気電子工学科と密に連携を取ったカ
リキュラムを実施することで，機械，電気，情報，制御という幅広い分野について深く学ぶことができます．

１．メカトロニクス工学科の紹介

２．メカトロニクス工学科のカリキュラムの特徴
メカトロニクス工学科の卒業生は，機械分野，電器分野，情報分野だけでなく，技術を融合した応用
分野である医療系，ロボット系など幅広い企業で活躍しています．

3．メカトロニクス工学科の就職実績

メカトロニクス工学科の就職先（2023年度の内定者実績・大学院含む）

マツダ三菱自動車工業豊田自動織機アイシンデンソートヨタ自動車

安川電機デンソー
ウェーブデンソーテクノアドヴィックストヨタ紡織スズキ

CKDTDK島津製作所住友電装村田機械村田製作所

シャープマキタSUBARUヤマハ発動機オークマジェイテクト

パロマキャノン富士通ソニーセイコー
エプソン三菱電機

LIXILトプコン朝日インテックメニコンオムロンヤンマー

機能再現演習における
製作物の例


